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自己評価式抑うつ尺度（SDS）を用いた高齢者の

精神的健康状態の調査

―入院高齢者と在宅高齢者の比較―

上野 範子 藤田 峯子 中村 弥生

当目 雅代 浅野 弘明

　入院高齢者の精神的健康状態を解明する目的で，入院高齢者と在宅高齢者（2群）を対象に，Zungの自

己評価式抑うつ尺度（SDS）を用いたアンケート調査を実施した。3群を解析した結果，入院高齢者が在宅

高齢者に比べ，抑うつ度が有意に高いこと，また，健常者においても，健康障害やADLが低下した場合，

抑うつ度が高いこと，また，入院高齢者においては，入院が長期に及ぶと抑うつ度が高い，入院環境に不満

があったり自分の病気を重いと認識しているほど抑うつ度が高い傾向にあることが判明した。
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